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平成 27 年度の結果について報告する。

2　材料及び方法
2.1　検体

2.1.1　レジオネラ

　県内のレジオネラ症患者株 5 株と，保健所が浴槽水等か
ら分離したレジオネラ 122 株を収集し，同定および血清群
別を実施した。環境検体は用水 22 検体，河川水 8 検体，
湧水 3 検体，湖水 1 検体，池水 1 検体，土壌 2 検体の計
37 検体を採取し，レジオネラの分離培養を実施した。この
うち，Lp SG3 と同定された菌株については，過去の調査
で収集・分離された菌株と合わせて，計 161 株の遺伝子解
析を行った。
2.1.2　エルシニア

　全国の病院の小児科等を受診あるいは入院している患者
で，エルシニア症疑いあるいは川崎病との鑑別を必要とす
る患者の血清について，抗体価を測定した。平成 27 年度は，

1　はじめに
　岡山県下では，毎年レジオネラ症が発生しており，事例
発生時に感染源を究明することは，感染予防対策として重
要である。特に，患者由来株のL.pneumophila  （以下，「Lp」
という。）血清群（以下，「SG」という。）1 sequence type（以下，

「ST」という。）609 や ST1077，Lp SG3 ST93 は本県で地
域特異的に検出されているが，これらはすべて散発例であ
り，感染源究明は困難な状況にある。一方，エルシニア症
は過去に本県で集団事例が 5 例［Y. pseudotuberculosis  （以
下「Y.ptb」という。）による事例が 4 回，Y.enterocolitica

（以下「Y.ent」という。）による事例が 1 回］発生した 1)，2)。
しかしながら，患者への抗菌剤等の早期投与により，菌の
検出はより難しい状況にあり，散発例の発生状況は不明で
ある。このため，両菌の感染予防対策に資することを目的
として，平成 13 年度より患者及び環境検体におけるレジ
オネラの調査を，平成 11 年度より患者血清抗体によるエ
ルシニア症の発生状況の調査を行っている。本報告では，
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要　　旨
　平成 27 年度に県内で発生したレジオネラ症患者由来株 5 株の sequence-based typing（SBT）法による型別を実施した。
このうちの１株は，過去にも本県で地域特異的に分離されているL.pneumophila（Lp）血清群（SG）1 sequence type（ST）
609 であった。環境検体では，37 検体中 7 検体（18.9％）からレジオネラを検出し，保健所分離株を含めた Lp SG1 と SG3 に
ついて分子疫学解析を行って，患者由来株や過去に分離された株と比較したが，地域特異的な患者由来株と同じ ST や PFGE
パターンの菌株は，検出されなかった。感染源の究明には，より多様な検体の調査や患者発生時の自宅周辺の調査も，必要で
あると思われた。一方，エルシニア症の発生実態を把握するため，全国の病院の小児科等を受診した患者で，エルシニア症
疑いあるいは川崎病との鑑別が必要な患者の血清について，エルシニア抗体保有調査を実施した。患者 100 名中 37 名（37.0％）
が抗体価１：160 以上の陽性であり，エルシニア感染が強く疑われた。
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2.2.2　エルシニア

　患者血清を 56℃，30 分間非働化し，生理食塩水で 10 倍
希釈した。これを 2 倍段階希釈して１:10 ～１:160 の希釈
系列を，使用する抗原の種類と同数作成した。抗原液は，
当センターが保有する Y.ptb（血清群 la，lb，2a，2b，3，
4a，4b，5a，5b，6）株と Y.ent（血清群 03，05，08，09）
株を使用した。25℃，2 日間培養した菌を生理食塩水で 2
回洗浄し，生理食塩水でマクファーランド No 0.6 の濃度に
なるように調製して，抗原液として使用した。抗体価の測
定は，抗原ごとに希釈系列の患者血清 0.2ml と抗原液 0.2ml
を試験管内で混合し，50℃，１晩反応後に凝集像を観察し
た。凝集の見られた最高希釈倍率の値をその検体の抗体価
とし，抗体価が１:160 以上を陽性と判定した。

3　結果及び考察
3.1　レジオネラ

3.1.1　環境検体の検査結果

　用水等環境検体 37 検体のレジオネラ検査結果を，表 1
に示した。
　用水22検体中7検体（31.8％）からレジオネラが検出され，
河川水，湧水，湖水，池水及び土壌からは検出されなかった。
分離菌は，L.feeleii  SG1，2，L.hackeliae  SG1&2 及びレジオ

病院 53 施設の同意書が提出された患者 100 名分 220 検体
について，抗体価測定の依頼を受けて実施した。なお，本
調査は，当センターの倫理審査委員会の承認を得て実施
した。
2.2　検査法

2.2.1　レジオネラ

　ろ過法により検体を 100 倍濃縮後，等量の 0.2M HCl・
KCl 緩衝液（pH2.2）で酸処理を行い，GVPC 寒天培地に
塗抹した。36℃で 7 日間培養し，その間に発育したコロニー
を斜光法 3) により観察して，血液寒天培地と BCYE α寒天
培地に接種してスクリーニングした後，血清群別（レジオ
ネラ免疫血清：デンカ生研）及び PCR 法 4）（mip 遺伝子及
び 5S rRNA 遺伝子）を実施し，同定した。菌株の遺伝子
解析による比較は，パルスフィールドゲル電気泳動（以下，

「PFGE」という。）法を用いて，改良プロトコールによる 2
日間の方法 5）で実施した。また，sequence-based typing（以
下，「SBT」という。）法による ST の型別と，ST を用い
た minimum spanning tree（以下，「MST」という。）に
よる解析は，国立感染症研究所に依頼して実施した。Lp 
SG1 株の病原性との関連が指摘されているlag-1 の保有は，
Kozak らの方法 6）により，lag-F 及び lag-R のプライマー
を用いて検査した。

表 2　保健所等分離レジオネラ株

表 1　環境検体のレジオネラ検査結果
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は病原性との関連が指摘されており，調査の結果でも高率
に保有していたが，lag-1 を保有していなかった菌株が分
離された患者でも，呼吸困難や意識障害など，その症状が
比較的重篤な場合も見られることから，より多くの事例に
ついての検討が必要であると思われた。
　患者由来株の SBT 法による解析結果は，Lp SG1 が多
様な ST に型別されたのに対し，Lp SG3 は 9 株すべてが
同じ ST93 で，PFGE 法による遺伝子パターンも一致した
7)。LpSG1（ST609，ST1077）及び Lp SG3（ST93）株は，
国内では本県に地域特異的に分離されており，本年度も
Lp SG1 ST609 が 1 株分離された。Lp SG1 の 751 株につ
いて感染研で実施した MST 解析の結果 8）では，患者由来
の Lp SG 1（ST609）は，感染源不明の臨床分離株が多い
Group-U に属した。これまで報告された 6 株のうち，4 株
が本県の患者由来株であり，これらの株が分離された症例
のうち，温泉での感染が推定された県外の 1 例を除く 5 例
は，感染源が不明である。
3.1.4　患者及び環境由来 Lp SG3 の遺伝子解析結果

　平成 13 年度から平成 27 年度の期間に分離あるいは収集
した Lp SG3 について，患者由来 9 株と環境由来 152 株の
PFGE 法を用いた遺伝子解析結果を，表 4 及び図 1 に示し
た。

ネラ属菌（以下，「Legionella  spp.」という。）で，Lp は検
出されなかった。
3.1.2　保健所分離株の同定結果

　収集した保健所分離株の血清群別結果を，表 2 に示した。
　収集した 122 株は，浴槽水，原水，シャワー水，ジャ
グジー水，冷却塔水及び風呂吐水口ふきとりから分離さ
れた。その菌種と血清群は，浴槽水は Lp SG1，3，5，6，
8，9，10，群別不能（以下，「UT」という。），Legionella 
spp. であった。原水は Lp SG8，シャワー水は Lp SG1，3，
5，6，UT，Legionella  spp.，ジャグジー水は Lp SG1，3，
Legionella  spp.，冷却塔水は Lp SG1，5，10，13，UT，L. 
anisa，L. feeleii SG １，Legionella  spp.，風呂吐水口ふき
とりは Lp SG1 であった。
3.1.3　収集した患者由来株の疫学解析結果

　平成 19 年度から平成 27 年度の期間に収集したレジオネ
ラ症患者から分離された 38 株を，表 3 に示した。
　平成 27 年度は Lp SG1 が 4 株，L.longbeachae  SG2 が 2
株で，現在までに収集した株数は 38 株になり，本年度初
めて Lp 以外のL.longbeachae が分離された。本年度収集
した Lp は 4 株すべてが SG1 で，38 株中 Lp SG1 が 24 株
となった。このうち，19 株についてlag-1 の保有を検査し
た結果，16 株（84.2％）が保有していた。lag-1 について

表 3　患者由来レジオネラ株（2007 年～ 2015 年）
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学的な共通性も見られなかったことから，本菌が広範囲か
つ継続的に多様な検体を汚染している可能性が危惧され
た。しかし，図 1 に示したように，県下の広範囲な地域の
施設で採水した多数の検体から分離された Lp SG3 株計
152 株について，遺伝子解析を実施したが，患者と同一の
株は見つからなかったことから，浴槽水における本菌の汚
染は，かなり低いものと思われた。これらの菌株の感染源
究明のためには，今まであまり検査をしていない噴水や人
工滝などの修景水等についても，積極的な調査が必要と考
える。
3.2　エルシニア

3.2.1　エルシニア抗体保有状況

　抗体価測定依頼を受けた患者 100 名（220 検体）のうち，
97 名（213 検体）は Y.ptb に対する抗体価を，28 名（58 検体）
はY.entに対する抗体価を測定した。うち，25名については，
Y.ptbとY.ent両方に対する抗体価を測定した。その結果は，
表 5 に示した。

　浴槽水等由来株 152 株の PFGE パターンは 75 パターン
に分類されたが，患者由来株（ST93）の遺伝子パターン
と一致する株は無かった。昨年度，SBT 法に必要な７つ
の遺伝子のうち，flaA だけの塩基配列について実施した
MST による解析結果 8）でも，ST93 株は flaA3 のグループ
に属していたが，clonal complex は形成しなかった。ST93
株については，患者の住所や感染時期は異なっており，疫

図1　患者及び浴槽水等由来L.pneumophila  SG3のPFGE解析結果

表4　県内で分離されたL.pneumophila  SG3株のPFGEパターン

表5　エルシニア抗体保有状況
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　Y.ptb は 97 名中 34 名（35.1％）が抗体価１：160 以上の
陽性であり，5 名（5.2％）は 2 種類の血清群に対して陽性
であった。Y.ent は 28 名中 12 名（42.9％）が陽性で，4 名

（14.3％）は 2 種類以上の血清群に対して陽性であった。ま
た，Y.ptb 及び Y.ent の両菌に対する抗体価を測定した 25
名中 2 名は，Y.ptb 及び Y.ent の各 1 種類の血清群に対し
て陽性であった。
3.2.2　疾病グループ別Y.pseudotuberculosis 抗体保有状況

　疾病グループ別の Y.ptb 抗体価測定結果は，表 6 に示し
た。

　Y.ptb の抗体価を測定した 97 名中，エルシニア症疑い
の患者は 72 名，川崎病症状を呈した患者は 25 名であった。
それぞれのグループの 29 名（40.3％）及び 5 名（20.0％）
が抗体価１：160 以上の陽性であり，エルシニア感染が疑
われるグループの陽性率は，川崎病症状を呈したグルー
プに比べて高かった。一方，川崎病症状を呈した患者の
20％が陽性であったことから，類似した症状を呈する Y.ptb
による感染との鑑別に，抗体価測定が有用であると思われ
た。
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